
214

Strixl2：214-218（1993）

苫小牧沖重油流出事故による海鳥類への被害

大畑孝二ｌ・根本智２・村井雅之’

1993年１月26日，リベリアのモンロビア船篤のノードホープ号（9,187t）が，苫小牧市元町沿岸で

座礁する郡故が起きた．その際，船底に破口などの損傷がおこり，燃料用のＣ亜油が流出してしまっ

た．この重油によると思われる海鳥類への被害状況と対応策について報告する．

海鳥類の被害と対応策

座礁してから３日後，１月29日にピロードキンクロ１羽が，市民から苫小牧市役所に持ちこまれた．

ウトナイ湖サンクチュアリでは翌30日より調査にのりだし，苫小牧市字勇払，厚真町浜厚真の海岸で

２月２日にクロガモ１羽，ビロードキンクロ２羽，コオリガモ４羽，３日にビロードキンクロ５羽，

コオリガモ２羽，ウミスズメ類４羽の合計18羽の死体を確認した．また，これ以外にも衰弱している

と思われる約100羽近い海鳥類を観察した．以後，北海道自然保謹課，苫小牧市，室ilMi市，登別市，

厚真町，鵡川町，白老町の職員および鳥獣保謹員，北海道大学獣医学部家畜病院，酪農学園大学獣医

学科家畜病院，日本野鳥の会苫小牧支部会員なども海鳥の救出作戦にのりだし，保護，収容，治療，

給餌作業などが，被害がほぼ収束した３月19日まで続けられた．

海鳥類への被害は，死体収容が222羽，生体収容が84羽（内死亡が52羽，放鳥が32羽）であった

(表１)．極類別ではクロガモが雌も多く96羽（31.0％)，ついでビロードキンクロ90羽（29.4％)，コ

オリガモ26羽（8.5％)，ウミスズメ類10羽（3.3％)，シノリガモ３羽（1.3％)，ハジロカイツブリ２

羽（0.7％)，その他種不明が79羽（25.8％）であった．死亡個体は，全身油まみれのものもいくつか

あったが，うっすらと油がついているだけのもののほうが多かった．

流出した重油の獄，広がりぐあいについては，事故の指導，監督の立場にある苫小牧海上保安署で

は正確な把握が困難であったが，重油流出は，４度におよんだと発表された．海鳥類への被害は，流

出戯と流出後の風向きに大きな影響を受けたようだ．１回目の１月28日は，西風により油が東に流れ，

苫小牧の東部で死体が多く回収され，２回目の２月６日は，東の風により油が西に流れ，苫小牧の西

部の白老町，登別市，室蘭市などでの被害が目立った．３回目の２月18日以降は，大きな油の流れが

なかったとのことで，苫小牧の市街地の海岸での収容数が比較的多かった．４回目は２月23日に流出

したが，その後の収容数は１０羽と少なかった．収容個体数は苫小牧市が最も多く196羽，登別市が３０

羽，室蘭市が20羽，白老町が35羽，鵡川町が１５羽，厚真町が１０羽であった（図ｌ）．

こうした状況にもかかわらず，船からの亜油ぬきとりなどの根本的処置が実施されず，日本野鳥の

会は３月１日付けで環境庁，海上保安庁へ，また地元日本野鳥の会苫小牧支部他は，２月末に苫小牧

市，苫小牧海上保安署に対し早急に対処するよう要望書を提出した．

船は処理業者が決まったのが３月になってからで，応急処世のため一旦苫小牧東港に寄港し，７月

1993年12月19日受理

１．日本野鳥の会ウトナイ湖サンクチュアリ．〒059-13苫小牧市字植苗150-3

２．東京港野.鳥公園．〒１４３束京都大田区東海３－１
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表１．収容個体数．

Table１．ⅢhenumberoftreatedseabirdsaftertheoilspillinHokkaido,1993.
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図１．収容された海鳥類の地域別割合．

FiR．１．Perceniageoftheareaswhereoil-DullutGdseabirdswereobtainGd

５１｣に解体のため''11'1の上海に出港した、

なお，日本での賦油流出などによると思われる鳥類への影稗例は，1971年１月新潟雌柏崎Ilj沖のウ

ミスズメなど推定14000羽以上の死亡．1986年１，２月に島根県の海岸線沿いのウトウ，ウミスズメ

など約4600羽の死亡，1990年１月京都府の若狭湾のカイツブリ類など40羽の被害が知られている（北

海道新聞1993年２月５１１)．

水鳥の洗浄および治療

砿油に汚染されて保謹された烏は，以下のようにとりあつかった．

まず体に付満した油を取りのぞいた．ただし，衰弱がひどく元気のない烏に関しては元気を回復し

てから洗浄した．体力を向復させるためには、栄養剤（ブドウ糖液にビタミン剤を混ぜた物）を経１１

と注射により投与した．そして，１時間ぐらい様子をみてから，魚をミキサーでミンチにしたものな

どの食物をｊｊ､えた．

洗浄は中性洗剤を溶かした洗面器にお湯を没し，その中に烏を入れてｌ～２時間ほど洗い，そのあ

いだ，すすぎを３１Iilほどくり返した．洗浄中は常に烏の様子を観察して，異常に気がついたらすぐに

保温して安静させた．また，洗浄中は，胸を圧迫しないよう気をつけ，洗浄前に目を保謹するため眼

に軟膏をつけた．１０分ぐらいつけおきすると落ちやすくなり，汚れのひどいところは歯ブラシを使う

か，爪をたてて洗うとよく落ちた．翼は丁寧に洗った．

保謹飼育中は，足の負拠をやわらげるためケージの床に布きれ，クッションになるものをしいた．

ウトナイ湖サンクチュアリでの対応

ウトナイ湖サンクチュアリには，１月3011から２月15日までに椎体15羽，死体33羽が収拝され，ノヒ

体については以下のように処慨した．

１月30Ｈ（土）

ピロードキンク口雌１羽．元気なので，すぐに洗浄（約２時間）し，その後保温して安櫛にした．
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夕方，ワカサギ６匹を強制給餌した．翌日より１日３回，１回にワカサギ７～８匹を強制給餌した．

２月２日に放鳥した．

１月31日（日）

コオリガモ雄，雌各１羽．元気なので，すぐに洗浄（約1.5時間）し，その後保温して安静にした．

夕方，ワカサギ４匹を強制給餌した．翌日より自力で食べるようになった．ワカサギは１日３回，１

回に食べるだけ与えた．２月２日に放鳥した．

２月４日（木）

ハジロカイツブリ１羽．元気なので，すぐに洗浄（約２時間）し，その後保温して安静にした．洗

浄（２時間）後，５％ブドウ糖液十ビタミン剤を30ｍl経口投与，ワカサギ小２～３匹投与した．３

時間後落烏した．

２月４日（木）

ビロードキンクロ雄１羽．元気がないため洗浄を見あわせ，保温して安静にした．夕方，５％ブド

ウ糖液十ビタミン剤を30ｍl経口投与，５％ブトウ糖注射液20ｍlを筋注，ＰＲＥＤＮＩＳＯＬＯＮ５ｍｇ剤

1/4錠を経口投与，ワカサギ大３匹を強制給餌した．５日午前に軽く洗浄（約１時間）し，１日３回

食物と栄養剤を投与した（１回あたり５％ブドウ糖液十ビタミン剤40ｍl経口投与，ワカサギ大５～６

匹強制給餌)．ＰＲＥＤＮＩＳＯＬＯＮ５ｍｇ剤1/4錠１日１回経口投与した．６日に北海道大学獣医学部

家畜病院へ搬送した．

２月４日（木）

クロガモ雄２羽，雌１羽．雄１羽はすぐに洗浄（約２時間）した後，保温して安静にした．しばら

くして，５％ブドウ糖液十ビタミン剤30ｍlと確腸剤を経口投与し，ワカサギ大５～６匹強制給餌し

た．５日，残り２羽を午前中洗浄（約1.5時間）し，１日３回食物と栄養剤を投与した（１回あたり５

％ブドウ糖液十ビタミン剤40ｍl経口投与，ワカサギ大５～６匹強制給餌)．午前中，１回整腸剤を経

口投与した．６日に北海道大学獣医学部家畜病院へ搬送した．

２月４日（木）

洗浄を見あわせ，コオリガモ雄１羽，雌１羽を保温して安静にした．夕方５％ブドウ糖液十ビタミ

ン剤30ｍ１，整腸剤を経口投与した．ワカサギ小５～６匹強制給餌した．５日の午前中に洗浄（約1.5

時間）をした．そして，１日３回（１回５％ブドウ糖液十ビタミン剤40ｍl経口投与，ワカサギ小５～

６匹強制給餌）食物と栄養剤を投与した．６日に２回目の洗浄（約１時間）をした．この日から自分

で食物を食べるようになった．１日３回（５％ブドウ糖液十ビタミン剤40ｍl経口投与，ワカサギを

少し食べるだけ）食物と栄養剤を投与した．７日にリハビリ（水に浮く練習）をはじめた．１日１回

20～30分水に浮かせた．１０日に放鳥のため北海道大学獣医学部家畜病院へ搬送した．

２月６日（土）

クロガモ雄１羽，雌１羽．元気がないため洗浄を見あわせ，５％ブドウ糖液十ビタミン剤40ｍＬ

ＰＲＥＤＮＩＳＯＬＯＮ５ｍｇ剤1/4錠を経口投与し，保温，安静にして様子をみた．夕方雌が落烏した．

７日も元気が回復しないため洗浄を見あわせた．１日３回食物と栄養剤を投与した（１回あたり５％

ブドウ糖液十ビタミン剤50ｍlを経口投与，ワカサギ大５～６匹強制給餌)．ＰＲＥＤＮＩＳＯＬＯＮ５ｍｇ

剤l/4錠１日１回経口投与した．８日に北海道大学獣医学部家畜病院へ搬送した．

２月１１日（木）

ビロードキンクロ雄２羽．元気が多少あった．５％ブドウ糖液十ビタミン剤40ｍ１，

ＰＲＥＤＮＩＳＯＬＯＮ５ｍｇ剤1/4錠経口投与した．１２日は，５％ブドウ糖液十ビタミン剤40ｍl経口投
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与し，ワカサギ大６～７匹を強制給餌した．夕方，酪農学園大学獣医学科家畜病院へ搬送した．

２月15日（月）

ビロードキンクロ雄1羽．元気がまったくない．保温，安静にして様子をみた．約１時間後，落烏

した．

ウトナイ湖サンクチュアリで収容した死亡個体リスト

２ 月 ３日２月４日

ビロードキンクロ雄４羽，雌２羽ビロードキンクロ雄２羽，雌２羽

クロガモ雄 ２羽 ，雌 １羽 クロ ガモ雄３羽，雌２羽

コオリガモ 雄 １ 羽 ， 雌 １ 羽 コ オ リガモ雄１羽，雌１羽

ウミスズメＳＰ雌雄不明３羽アカエリカイツブリ1羽

カモメＳＰ雌雄不明１羽

２月８日

ビロードキンクロ

クロガモ？

２月16日

クロガモ

雄１羽

１羽

雄１羽

２月14日

クロガモ 雄１羽，雌１羽

２月28日

ウミ スズメＳＰ１
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